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今回の選挙、改憲派が 2/3 を割ったこと、山
本太郎率いる「れいわ新選組」が強烈に登場し
たこと、低投票率だったことなどが特徴。（周）
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例 会 案 内

 

８
月
例
会      

８
月
22
日(

木)
   

投
稿
締
切 　

   　

19
日(

月)

　

課
題
「  

火  

」　       

３
句
以
内

　

自
由
吟　
　
　

     

５
句
以
内

 

自
選
句
、
自
解
筆
も
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
。

　

ひ
と
ま
ず
改
憲
に
繋
が
る

議
席
は
阻
止
さ
れ
た
。
し
か

し
青
年
層
に
自
民
支
持
が
高

く
、「
革
新
政
党
」
へ
の
支

持
は
高
齢
者
で
あ
る
。
将
来

に
重
大
な
警
鐘
を
与
え
て
い

る
。
希
望
の
一
つ
が
「
れ
い

わ
」
か
も
知
れ
な
い
。
出
口

調
査
か
ら
み
た
「
れ
い
わ
」

と
共
産
・
社
民
へ
の
支
持
を

比
べ
て
み
た
。　選

挙
戦
れ
い
わ
が
放
っ
た
矢
の
一
閃　

周 
立
東
爺

十
八
才
無
垢
な
一
票
浮
遊
す
る　
遠
田
亀
公
子

無
関
心
の
壁
に
ド
リ
ル
を
刺
す
れ
い
わ　

寺
内 
徹
乗

モ
リ
カ
ケ
も
喉
元
過
ぎ
た
過
半
数   

寺
内 

徹
乗

今月の秀  句
「
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
政
治
の
中
枢
と

 

な
っ
た
と
き
は
と
て
も
危
な
い
」…
… 

田
中
角
栄

年代別の
参院比例投票先

比例区で３党に投票したのは…
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４　

権
力
を
持
ち
た
い
人
を
選
別
す　
　
　
　
　

  

白
眞
弓 

４

５　

#M
e Too

で
本
音
あ
ふ
れ
る
参
院
選　
　
　

  

白
眞
弓 

４

５　

選
ば
れ
た
の
が
ヒ
ト
科
と
は
思
え
な
い　
　

  

ダ
ン
吉 

３

５　

じ
く
じ
た
る
思
い
を
ぶ
つ
け
人
選
び　
　
　
　

  

一
角 

３

５　

共
闘
の
時
代
を
告
げ
る
参
院
選　
　
　
　
　
　
　

  

林 

２

５　

忖
度
を
売
り
物
に
す
る
「
選
良
」　　
　
　
　
　
　

林 

３

６　

厳
選
と
言
わ
れ
結
果
が
こ
れ
で
す
か　
　
　

  

ダ
ン
吉 

５

６　

マ
ス
コ
ミ
も
辺
野
古
に
触
れ
ぬ
選
挙
戦　
　

  

未
知
子 

５

７　

選
挙
後
に
議
場
リ
フ
ォ
ー
ム
大
あ
わ
て　
　

  

立
東
爺 

３

７　

原
発
も
辺
野
古
も
避
け
る
選
挙
戦　
　
　
　

  

亀
公
子 

４

８　

平
和
唱
え
選
ん
だ
道
が
核
兵
器　
　
　
　
　

  

ダ
ン
吉 

４

９　

風
よ
吹
け
安
倍
の
悪
夢
に
ピ
リ
オ
ド
を 　
　
　

 

徹
乗 

６

９　

壁
崩
す
新
選
組
に
希
望
の
芽　
　
　
　
　
　

  

未
知
子 

４

10　

選
ば
れ
る 

野
党
共
闘 

民
が
待
つ　
　
　
　
　
　

広
助 

６

11　

戦
犯
の
孫
が
選
ん
だ
嘘
の
道　
　
　
　
　
　
　
　

  

林 

５

13　

選
挙
戦
れ
い
わ
が
放
�
た
矢
の
一
閃　
　
　

  

立
東
爺 

５

13　

十
八
才
無
垢
な
一
票
浮
遊
す
る　
　
　
　
　

  

亀
公
子 

７

　
　

句
を
選
ぶ
若
者
た
ち
に
わ
か
る
か
な　
　
　
　

 

一
角

　
　

共
闘
の
心
が
選
ぶ
次
の
折　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
角

１　

死
の
場
所
を
選
ぶ
人
生
最
終
章　
　
　
　
　

  

白
眞
弓 

１

１　

改
憲
は 

選
挙
結
果
で　

示
せ
た
が 　
　
　
　
　

広
助 

１

１　

参
院
選　

市
民
・
野
党　

一
歩
前
進　
　
　
　
　

  

宏 

１

２　

選
び
た
い　

党
と
人
だ
け　

何
故
延
び
ぬ　
　
　

  

宏 

２

２　

選
び
た
く
な
い　

人
と
党
何
故　

当
確
か　
　
　

  

宏 

２

３　

無
党
派
の
握
る
選
挙
に
誰
が
し
た　
　
　
　

  

亀
公
子 
３

３　

選
挙
戦
嫌
韓
煽
る
せ
こ
い
技  　
　
　
　
　
　
　

徹
乗 
４

３　

参
院
選 

れ
い
新
と
維
新 

何
時
代　
　
　
　
　
　

広
助 

３

３　

選
ぶ
人
選
ば
れ
る
人
と
の
勘
違
い　
　
　
　

  

立
東
爺 

２

３　

選
挙
で
改
憲
発
議
弱
く
な
り　
　
　
　
　
　
　

  

和
子 

２

４　

安
定
か
混
迷
か
！
混
迷
し
て
る
自
覚
な
し 　
　

 

徹
乗 

３

 ７月の

 川柳互選

◆ 

課
題
吟
「 

選  

」

　
（
互
選
）
一
人 

３
句
以
内
吐

新
し
い
選
考
基
準
で
選
ば
れ
ま
し
た
。
作

者
名
下
の
数
字
な
ど
基
準
の
解
説
は
４
頁

に
あ
り
ま
す
。
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メ
デ
ィ
ア
お
前
も
か
沖
縄
無
視
は
あ
ん
ま
り
だ   

未
知
子

　
　

マ
ス
コ
ミ
は 
五
輪
煽
る 

無
責
任　
　
　
　
　

  

広
助

　
　

竹
島
は
固
有
の
領
土
遠
吠
え
だ　
　
　
　
　
　

一
角

　
　
「
丸
木
舟
」　

歴
史
ロ
マ
ン
の
手
漕
ぎ
か
な　
　
　

宏

１　

批
判
浴
び
少
し
人
間
ら
し
く
な
る　
　
　
　

ダ
ン
吉 

１

１　

街
宣
は
廉
価
の
派
遣
で
安
倍
ヨ
イ
シ
ョ　
　

白
眞
弓 

１

１　

ま
ず
自
分
ク
ビ
に
し
て
か
ら
皆
に
い
え　
　
　

一
角 

１

１　

投
票
率
下
が
っ
て
よ
ろ
こ
ぶ
自
慢
党　
　
　

未
知
子 

１

２　

共
闘
は
日
本
の
今
日
を
切
り
拓
く　
　
　
　
　

一
角 
１

２　

テ
ナ
ン
ト
の
名
ば
か
り
店
長
帰
れ
な
い　
　
　

一
角 
２

２　

自
公
維
に 

三
分
の
二
で 

待
っ
た
か
け　
　
　

  

広
助 

２

２　

人
間
を
休
み
た
い
時
な
い
で
す
か　
　
　
　

ダ
ン
吉 

２

３　

増
税
を　

民
意
中
止
を　

声
高
く　
　
　
　
　
　

宏 

２

３　

吉
本
の
膿
が
噴
き
出
す
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ョ
ー　

立
東
爺 

３

３　

ト
ラ
ン
プ
の 

ペ
ッ
ト
に
な
っ
て 

民
に
付
け　

  

広
助 

３

◆ 
自
由
吟　

(

互
選
）

　
　
　
　
　
　
　

一
人 

５
句
以
内
吐

３　

先
進
国
不
戦
を
誓
っ
た
国
の
は
ず　
　
　
　

  

未
知
子 

３

３　

年
金
の　

マ
ク
ロ
ス
ラ
イ
ド　

即
中
止
！　

  　
　

宏 

３

３　

太
郎
の
幟
負
け
て
も
勝
っ
た
大
凱
旋　
　
　

  

立
東
爺 

２

３　

改
憲
が
少
し
遠
の
く
七
月
二
十
一
日　
　
　

  

白
眞
弓 

３

４　

無
関
心 

投
票
棄
権　

付
け
が
待
つ　
　
　
　

 　

広
助 

３

４　

鼻
を
突
く
法
螺
と
媚
態
の
ア
ベ
政
治　
　
　

  

未
知
子 

３

４　

五
輪
で
す 

災
害
地
震 

置
き
去
り
に　
　
　
　
　

広
助 

３

５　

２
０
０
年
従
属
強
い
る
基
地
づ
く
り　
　
　
　
　

  

林 

３

５　

改
憲
の
ア
ク
セ
ル
強
く
踏
む
無
謀　
　
　
　
　
　

  

林 

４

５　

オ
イ
コ
ラ
が
寄
っ
て
た
か
っ
て
力
ず
く　
　
　
　

  

林 

３

５　

あ
か
ん
な
あ
助
走
で
疲
れ
果
て
て
い
る　
　

  

ダ
ン
吉 

２

５　

断
食
で
増
税
危
機
を
乗
り
切
る
ぞ　
　
　
　

  

白
眞
弓 

３

５　

棄
権
こ
そ
国
を
亡
ぼ
す
危
険
あ
り　
　
　
　

  

白
眞
弓 

３

５　

子
の
た
め
に
使
え
辺
野
古
の
二
兆
円 　

 　
　
　

徹
乗 

４

５　

民
意
聴
け　

地
上
ア
シ
ョ
ア
は　

必
要
か　
　
　

  

宏 

４

５　

チ
ー
ム
安
倍
い
つ
も
空
虚
な
ア
ド
バ
ル
ー
ン     

亀
公
子 

４

５　

棄
権
票
そ
の
後
の
悲
惨
誰
が
知
る　
　
　
　

  

立
東
爺 

５

６　

手
を
取
っ
て
歴
史
に
学
べ
日
韓
で　
　
　
　

  

未
知
子 

２
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６　

道
拓
く
国
会
乗
り
込
む
車
椅
子　
　
　
　

     

立
東
爺 

３

６　

九
条
の
国
の
政
府
の
血
な
ま
ぐ
さ　
　
　
　
　
　

林 

３

６　

風
化
す
る
戦
後
日
本
の
忠
魂
碑　
　
　
　
　

亀
公
子 

４

６　

大
同
の
わ
が
一
票
を
死
な
せ
な
い　
　
　
　

白
眞
弓 

６

７　

二
千
万
と
言
わ
れ
萎
ん
で
い
く
市
場 　
　
　

   

徹
乗 

３

７　

青
臭
い
話
と
言
う
が
正
論
だ　
　
　
　
　
　

ダ
ン
吉 

３

７　

憲
法
の
道
切
り
開
く
共
闘　
　
　
　
　
　
　
　
　

林 

４

７　

大
論
戦
逃
げ
る
太
郎
と
刺
す
太
郎　
　
　
　

立
東
爺 

４

７　

戦
場
の
夢
に
う
な
さ
れ
父
寝
て
る　
　
　
　
　

一
角 

４

７　

ア
ベ
与
党　

軍
機
爆
買　

前
の
め
り　
　
　
　
　

宏 

５

８　

改
憲
へ
病
的
執
念
ま
だ
健
在 　

 　
　
　
　
　

  

徹
乗 

５

９　

風
を
読
み
怯
ん
だ
僕
を
じ
っ
と
見
る　
　
　

ダ
ン
吉 

４

11　

ヤ
ジ
警
護
不
吉
な
明
日
が
に
じ
り
寄
る　
　

亀
公
子 
５

12　

ア
ク
セ
ル
を
踏
み
間
違
え
る
右
の
足　
　
　

亀
公
子 
５

12　

改
憲
の
地
雷
を
踏
め
と
い
う
国
に　
　
　
　

亀
公
子 

６

13　

無
関
心
の
壁
に
ド
リ
ル
を
刺
す
れ
い
わ　
　

    

徹
乗 

５

13　

モ
リ
カ
ケ
も
喉
元
過
ぎ
た
過
半
数 　

 　
　
　

  

徹
乗 

５

七
月
選
考
�
結
果
の
説
明
と
解
説

　

天(

３
点
）、
地(

２
点
）、
人(

１
点
）
と
し
、
課
題
は
そ

れ
ぞ
れ
、
３
句
、
５
句
、
10
句
以
内
、
自
由
句
は
そ
れ
ぞ
れ

５
句
，
８
句
，
20
句
以
内
と
し
て
選
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
変
更
は
、
こ
れ
ま
で
句
数
に
制
限
を
設
け
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
多
い
人
は
全
体
の
９
割
近
い
数
を
選
ん
で

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
良
い
句
」
に
は
点
数
を
多
く

す
る
こ
と
で
、
慎
重
に
選
句
し
て
い
た
だ
く
為
で
し
た
。

　

数
字
の
説
明
を
し
ま
す
と
、
数
字
は
合
計
点
数
。
作
者
下

の
数
字
は
、選
考
者
の
数(

前
回
ま
で
の
点
数
と
同
じ
）で
す
。

集
計
は
大
変
面
倒
で
し
た(

笑)

　

選
考
結
果
で
は
、
微
妙
に
変
化
が
現
れ
ま
し
た
。
選
者
が

少
な
く
て
も
高
得
点
、
選
者
が
多
く
て
も
少
得
点
と
い
う
こ

と
で
色
々
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
ど
う
評
価
す
る

か
、
句
の
観
賞
や
研
究
の
た
め
に
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。天
・
地
・
人
そ
れ
ぞ
れ
各
一
句
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
選
句
の
注
意
事
項
と
し
て
「
自
分
の
句
は
選
ば
な

い
」
と
し
て
い
た
の
で
、
選
ん
で
い
た
方
の
点
は
「
無
効
」

と
し
て
計
算
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。（
編
集
子
）
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◆ 

連
作
「
夜
間
中
学
」　　

馬 

頭 

琴
（
名
古
屋
）

　

夜
間
中
学
灯
り
に
集
う
お
年
寄
り

　

夜
中
生
今
が
幸
せ
と
目
を
輝
か
せ

　

生
き
る
こ
と　

学
ぶ
こ
と
と
夜
中
生

　

夜
中
生　

土
日
の
学
び
も
願
い
つ
つ

◆ 

自
選
句　
　

中
野 

林

　

六
年
余
か
け
て
築
い
た
欺
瞞
の
世

　

悪
政
の
六
年
半
の
ツ
ケ
溢
れ

　

改
憲
で
世
界
を
駆
け
る
自
衛
隊

　

品
の
な
い
自
作
自
演
の
ラ
フ
プ
レ
イ

　

狂
犬
の
よ
う
に
吠
え
て
る
血
の
同
盟

　

年
金
と
と
も
に
減
り
行
く
我
が
安
心

　
「
不
公
平
」
言
う
ト
ラ
ン
プ
の
尊
大
さ

◆
連
作
「
選
挙
２
０
１
９
」　

周 

立
東
爺

　

一
強
を
崩
す
一
矢
を
放
つ
票

　

若
者
を
取
り
込
む
仕
掛
け
に
舞
い
踊
る

　

壁
崩
す
蟻
の
一
穴
れ
い
わ
の
矢

　

結
果
受
け
改
憲
方
針
朦
朧
す

　

改
憲
の
号
令
助
走
に
切
り
替
え
る

　

野
党
に
も
れ
い
わ
激
震
突
き
刺
さ
る　

◆
お
た
よ
り　

岩
佐
ダ
ン
吉
さ
ん
か
ら
（
大
阪
）

　

あ
か
つ
き
川
柳
会
は
七
月
二
五
日
「
同
人
総
会
」。
全
国
25
都

道
府
県
の
同
人
、
さ
ら
に
金
沢
「
和 

川
柳
社
」
を
は
じ
め
９
の

顕
彰
会
と
川
柳
社
、
さ
ら
に
川
柳
コ
ー
ナ
ー
や
教
室
、
選
評
に

場
の
共
同
し
て
い
る
17
の
各
種
団
体
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
に
案
内

を
。

　

さ
て
、９
月
13
日
、翌
月
の
碑
前
祭
を
前
の
記
念
句
会
で
は「
鶴

彬
と
父
」
を
演
題
に
眞
殿
天
童
（
国
賠
同
盟
大
阪
）
さ
ん
が
お

連

作

�
自

選

句

集

�
�
�
�

 
ほ
の
ぼ
の
川
柳
は
お
休
み
で
す
。
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話
。
眞
殿
さ
ん
の
父
・
久
治
さ
ん
は
鶴
彬
の
一
年
前
に
兵
庫

県
生
ま
れ
。治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
と
し
て
、ど
ん
な
話
が
…
、

期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
お
た
よ
り　

乱 

鬼
龍
さ
ん
よ
り
（
東
京
）

　

こ
の
た
び
の
「
石
」
の
件
、た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

９
／
15
、
16
、 

鶴
彬
の
墓
前
祭
へ
の
参
加

かほく市白尾にある巨石群。この中から決まれば、鶴彬
の生誕地と終焉地が繋がりますね。管理するかほく市の
管財課と話し合っています。

も
兼
ね
て
東
京
か
ら
、
有
志
を
誘
い
あ
っ
て
伺
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
と
き
、「
石
」も
ぜ
ひ
、見
せ
て
頂
き
、

い
ろ
い
ろ
と
協
議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
手
数
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
７
／
21
）
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東京に鶴彬の顕彰碑を

　　　　　　　　　　　鶴彬建碑趣意書
　現在私たちが受け継いでいる「川柳」という文芸は、二百五十年ほど前の江戸中期、
上方文化の影響から脱し独自の江戸文化が築かれた時期に誕生しました。当時世界でも
屈指の百万都市であった江戸の気風に迎えられ、それまでの俳諧とは異なった都市文芸、
庶民文芸としての発展を見せ、人間や社会を映すコトバの鏡として多くの作品を生んで
きました。川柳を通じて、それぞれの時代や風俗、人間の価値観などを知ることができ
るのはそのためです。
　かって、日本が戦争に向かった時代があります。ほとんどの国民は、国家の目的に沿っ
て、戦争という大義をうのみに、我慢の日々をおくりました。そんな時、

　　
　と、迫りくる国家の不安を予見した句を生んだのは、二〇〇九年、生誕百年を迎え、
映画「鶴彬 こころの軌跡」の主人公として描かれた鶴彬でした。
　彼は、厳しい治安維持法のもと、翼賛的な日本社会の中で「反戦」ということを訴え
続け、ついには特高警察に捕らえられ、中野の野方署に収監中、赤痢に罹患病状悪化に
よって東京市立豊多摩病院に移送され、一九二八年 ( 昭和十三年 ) 二十九才という若い
命を落としました。

　これらの川柳は反戦と平和への、命を懸けた叫びでありました。鶴彬を偲ぶ句碑は、
郷里の石川県、墓所のある岩手県、徴兵中に収監された大阪府の三か所に建立されてい
ます。私たちは、戦争という時代に翻弄され、命を失った青年を偲び、未来の平和を考
えるモニュメントを最後の活動の場であった東京・終焉の地である新宿区北新宿「旧豊
多摩病院」跡地近くに建立すべく、川柳と市民運動関係者を中心に「東京鶴彬顕彰会」
を立ち上げました。
　新宿区は、昭和六十一年に「戦争の惨禍を人々に訴えるとともに、永遠の平和を築き、
この緑の地球を、次の世代に引き継ぐ責務がある」と平和都市宣言を行いました。空襲
にあった樹木や戦災者を供養する観音像が、また戦争を遂行した大本営陸軍部の軍事遺
跡など、新宿区には次の世代に引き継ぐべき貴重な史跡が数多く存在しています。鶴彬
の句碑は、戦争に抵抗した人々を代表する「貴重な史跡」となることでしょう。現在、
歴史逆行の動きがあるなか、その意味はさらに深いものになると思います。
　句碑実現に向け、ご賛同・ご協力・お力添えをいただきたくお願い申し上げます。

　　二〇一三年 ( 平成二十五年 ) 十一月
　　　東京鶴彬顕彰会世話人代表　植竹団扇 ( 東京あかつき忌会会長 )
　　　　　　　　　　　　　　　　安部俊雄(治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟新宿支部)

屍のゐないニュース映働で勇ましい

手と足をもいだ丸太にしてかへし

胎内の動き知るころ骨がつき　　　　 (「川柳人」昭和十二年十一月）

エノケンの笑ひにつゞく暗い明日　 　　鶴彬 (「火華」昭和十二年五月 )

「鶴彬を顕彰する会」の板坂さん
から、資料提供いただきました。
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鶴
彬
建
碑
の
呼
び
か
け
人
一
覧

◆
呼
び
か
け
人

莇　
　

昭
三（
金
沢
市
、元
民
医
連
会
長・城
北
病
院
名
誉
院
長
）

阿
部　

俊
雄
（
国
賠
同
盟
新
宿
支
部
）

池
辺
晋
一
郎
（
作
曲
家
）

伊
藤　

哲
子
（
稲
門
連
旬
会
俳
諧
「
西
北
の
風
」
会
長
）

岩
佐
ダ
ン
吉（
岸
和
田
川
柳
会
代
表
全
日
本
川
柳
協
会
幹
事
）

岩
垂　
　

弘
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

植
竹　

団
扇
（
川
柳
家
）

梅
津　

弘
子
（
年
金
者
組
合
旭
支
部
副
委
員
長
）

太
田
紀
伊
子
（
全
日
本
川
柳
協
会
常
任
理
事
）

岡
田　

一
杜
（「
和
」
川
柳
社
主
宰　

故
人
）

城
戸　

寿
子
（
鶴
彬
姪
）

木
津
川　

計
（「
上
方
芸
能
」
発
行
人
）

木
村　

ま
き
（
横
浜
事
件
国
賠
原
告
）

棚
沢　
　

健
（
文
芸
評
論
家
）

神
山
征
二
郎
（
映
画
監
督
）

佐
高　
　

信
（
評
論
家
）

佐
藤　

岳
俊
（
岩
手
県
川
柳
連
盟
理
事
長
・
川
柳
人
社
）

佐
藤
喜
美
子
（
国
賠
同
盟
）

島
村
美
津
子
（
あ
か
つ
き
川
柳
社
）

瀬
尾　

英
幸（
護
憲
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
共
同
代
表
）

高
鶴　

礼
子（
川
柳
作
家「
ノ
エ
マ
・
ノ
エ
シ
ス
」主
宰
）

俵　
　

義
文
（
こ
ど
も
と
教
科
書
全
国
ネ
ッ
ト
２
１
）

角
島　

広
治
（
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
事
務
局
）

中
嶋　

育
雄
（
国
賠
同
盟
東
京
都
本
部
）

西
田　
　

勝
（
文
芸
評
論
家
）

長
谷
川
順
一
（
元
新
宿
区
議
会
議
員
）

速
川　

美
竹（
川
柳
レ
モ
ン
の
会
・
九
品
仏
川
柳
会
代
表
）

浜
林　

正
夫
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

平
野　

  

寛（
映
画「
鶴
彬
こ
こ
ろ
の
軌
跡
」プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

飛
矢
崎
雅
也
（
明
治
大
学
助
教
授
）

尾
藤　

一
泉
（
川
柳
家
）

藤
原　

麗
子
（
日
朝
協
会
群
馬
県
支
部
・
国
賠
同
盟
）

三
上　
　

満
（
全
国
革
新
懇
代
表
世
話
人
）

山
本　

隆
造
（
国
賠
同
盟
新
宿
支
部
）

乱　
　

鬼
龍
（
レ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
川
柳
班
）

わ
か
ち　

愛
（
詩
と
朗
読
「
た
き
び
の
会
」
主
宰
）

笑　

い　

茸
（
レ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
川
柳
班
）

◆
賛
同
人

天
根　

夢
草
（
川
柳
展
望
社
）

壱
花　
　

花
（
風
刺
漫
画
家
）

佐
藤　

岩
雄（
川
柳
宮
城
野
社
同
人
・
川
マ
ガ
仙
台
句
会
世
話
人
）

田
島　

貞
雄（
東
京
民
医
連
OB「
年
輪
川
柳
の
会
」世
話
人
）

永
井　

天
晴
（
川
柳
や
ま
び
こ
）

服
部　

迪
夫
（
時
事
川
柳
研
究
会
会
長
）

古
田　
　

武
（
文
化
活
動
家
）

宮
本　

亨
一
（
大
阪
市
大
名
誉
教
授
）

森
村　

実
花
（
あ
か
つ
き
川
柳
会
副
会
長
）

八
木　

知
彦
（
年
金
者
組
合
杉
並
支
部
）

山
田
こ
い
し
（
川
柳
家
）

　
　

第
一
次
〆
切　

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
年
）
三
月
現
在

◆
呼
び
か
け
人

上
野　

楽
生
（
川
柳
楽
生
会
主
宰
）

大
田
か
つ
ら
⌒川
柳
く
れ
な
い
主
宰
）

小
山　

広
助
（
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
事
務
長
）

北
出　

北
朗
（
川
柳
家
）

喜
多　

義
教
（
鶴
彬
朗
）

紺
野　

君
子
（
国
賠
同
盟
中
央
副
会
長
）

平　
　

宗
星
（
文
学
博
士
・
東
京
川
柳
会
副
主
宰
）

長
嶋　

剛
一
（
東
京
私
教
連
退
職
教
職
員
の
会
）

長
谷　

久
人
（
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
会
長
）

永
田　

浩
三
（
武
蔵
大
学
教
授
）

藤
田　

廣
登
（
国
賠
同
盟
）

松
元　

ヒ
ロ
（
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
）

森
村　

誠
一
（
作
家
）

山
田　

裕
一
（
鶴
彬
甥
）

◆
賛
同
人

井
口　

武
久
（
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
）

岩
原　

茂
明
（
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
）

板
坂　

洋
介
（
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
）

遠
田　

勝
良
（
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
）

笠
島　

和
夫
（
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
）

高
橋　

成
典
（
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
）

竹
田　
　

求
（
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
）

寺
内　

徹
乗
（
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
）

平
野　

道
雄
（
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
）

松
尾　

正
壽
（
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
幹
事
）

綿
貫　

洋
一
（
年
金
者
組
合
新
宿
支
部
）

　
　

第
二
次
〆
切　

二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
年
）
六
月
現
在
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周　

立
東
爺

従
軍
作
家
・
林 

芙
美
子(

２
）

  
�
�
�
�
�
�
文
学
運
動
�
盲
点  

⑨   

　

前
回
、
林
芙
美
子
の
後
半
生
を
描
い
た
井
上
ひ
さ
し
の
戯

曲
「
太
鼓
た
た
い
て
笛
ふ
い
て
」
を
紹
介
し
た
。
井
上
ひ
さ

し
は
戦
争
賛
美
作
家
・
林
芙
美
子
を
戦
地
で
現
実
を
見
て
か

ら
反
戦
へ
変
わ
っ
た
作
家
と
し
て
評
価
し
戯
曲
に
仕
上
げ
た
。

　

確
か
に
、
あ
の
時
代
、
歴
史
に
無
知
で
あ
れ
ば
、
作
家
と

し
て
も
哀
れ
な
国
民
同
様
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

林
芙
美
子
自
身
が
こ
の
戦
争
の
誤
り
と
自
身
の
責
任
を
ど

う
語
っ
て
い
る
か
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
る
の
だ
が
、
な
か

な
か
見
あ
た
ら
な
い
。
井
上
ひ
さ
し
の
「
太
鼓
た
た
い
て
笛

ふ
い
て
」
の
台
詞
か
ら
芙
美
子
の
思
い
を
知
ろ
う
と
思
う
。

　
�
太
鼓
た
た
い
て
笛
ふ
い
て
�
の
台
詞
か
ら　
　

　

林
芙
美
子
が
監
視
対
象
に
さ
れ
執
筆
が
禁
止
さ
れ
た
事
件

が
あ
る
。
台
詞
で
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。（
三
木

は
文
化
関
係
者
か
ら
内
閣
情
報
局
へ
登
用
さ
れ
た
人
物
、
こ

ま
子
、
四
郎
は
知
人
）

　
　

…
…
…
…

三
木　

一
週
間
前
、
こ
の
あ
た
り
五
カ
村
の
国
防
婦
人
会
の

　

集
ま
り
で
、
先
生
は
と
ん
で
も
な
い
発
言
を
し
て
し
ま
っ

　

た
ん
で
す
。「
こ
う
な
っ
た
ら
キ
レ
イ
に
負
け
る
し
か
な

　

い
で
し
ょ
う
」
と
ね
。

2002 年７月初演された戯曲。
こまつ座：主演・大竹しのぶ
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こ
ま
子　

キ
レ
イ
に
負
け
る
し
か
な
い
…
…
？

四
郎　
（
胸
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
手
帖
を
出
し
な
が
ら
）
正
確
に
は

　

こ
う
だ
な
。（
読
む
）
…
…
、「
一
作
昨
年
か
ら
一
昨
年
に
か

　

け
て
の
八
カ
月
間
、
私
は
内
閣
情
報
局
と
陸
軍
省
か
ら
派
遣

　

さ
れ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ジ
ャ
ワ
や
ボ
ル
ネ
オ
な
ど
、
わ

　

が
国
が
占
領
し
た
大
東
亜
の
東
南
部
一
帯
を
く
わ
し
く
見
て

　

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
目
で
見
る
と
、
も
う
ど
ん
な
こ
と
を

　

し
て
も
、
今
度
の
戦
に
勝
つ
見
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う

　

な
っ
た
ら
キ
レ
イ
に
負
け
る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。し
か
し
、

　

こ
の
国
を
上
か
ら
下
ま
で
見
渡
し
て
も
、　

キ
レ
イ
に
負
け

　

る
こ
と
が
出
来
る
だ
け
の
器
量
と
度
量
を
備
え
た
人
間
は
い

　

な
い
よ
う
で
す
」
…
…
。

こ
ま
子　

…
…
な
ん
て
ま
あ
、
思
い
き
っ
た
こ
と
を
。

芙
美
子　
（
絞
り
出
す
よ
う
な
声
で
）
…
…
太
鼓
た
た
い
て
笛

　

ふ
い
て
お
広
目
屋
よ
ろ
し
く
ふ
れ
て
ま
わ
っ
て
い
た
物
語
が
、

　

は
っ
き
り
ウ
ソ
と
わ
か
っ
た
と
き
、
…
…
生
命
を
断
つ
し
か

な　

い
と
思
っ
た
。
わ
た
し
の
笛
や
太
鼓
で
踊
ら
さ
れ
た
読
者

に　

申
し
わ
け
が
な
く
て
ね
。
…
…
ボ
ル
ネ
オ
か
ら
の
帰
り
の

飛　

行
機
の
中
で
は
、
な
ん
ど
も
、
こ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
の
戦

闘　

機
に
撃
ち
落
と
さ
れ
た
い
と
祈
っ
た
…
…
。

芙
美
子　

…
…
け
れ
ど
死
ぬ
の
は
や
っ
ぱ
り
怖
い
。
飛
行
機
よ

　

落
ち
ろ
と
祈
る
そ
ば
か
ら
、
無
事
に
帰
れ
た
ら
塩
を
断
ち
ま

　

す
砂
糖
も
断
ち
ま
す
と
神
仏
に
手
を
合
わ
せ
て
い
た
。
帰
っ

　

て
す
ぐ
池
袋
の
産
院
へ
か
け
こ
ん
で
、
生
後
四
日
目
の
赤
ち

　

ゃ
ん
を
養
子
に
も
ら
っ
た
の
も
、
こ
の
子
の
た
め
に
死
ぬ
の

　

は
だ
け
は
よ
そ
う
と
い
う
…
…
そ
う
、
子
ど
も
の
命
で
自
分

　

の
命
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
よ
。
…
…
わ
た
し
、卑
怯
で
す
ね
。

こ
ま
子　

わ
た
し
に
も
、
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
の
、

　

本
土
決
戦
で
最
後
の
一
人
ま
で
戦
う
と
い
う
お
考
え
、
と
て

　

も
お
か
し
い
で
す
よ
。

四
郎　

ど
こ
が
お
か
し
い
！

こ
ま
子　

日
本
人
が
一
人
も
い
な
く
な
っ
た
ら
、
日
本
と
い
う

　

国
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。

四
郎　

…
…
あ
ん
た
も
日
本
が
嫌
い
な
ん
だ
な
。

（
中
略　

芙
美
子
の
懺
悔
の
台
詞
。）
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こ
ま
子　

い
い
え
、
日
本
が
好
き
で
す
。

芙
美
子　

そ
う
、
滅
び
る
に
は
こ
の
日
本
、
あ
ま
り
に
美
し
す

　

ぎ
る
わ
。

芙
美
子　

…
…
責
任
な
ん
か
取
れ
や
し
な
い
と
わ
か
っ
て
る
け

　

ど
、
他
人
の
家
へ
上
が
り
込
ん
で
自
分
の
我
が
ま
ま
を
押
し

　

通
そ
う
と
す
る
の
を
太
鼓
で
た
た
え
た
わ
た
し
、
自
分
た
ち

　

だ
け
で
世
界
の
地
図
を
勝
手
に
塗
り
替
え
よ
う
と
す
る
の
を

　

笛
で
囃
し
た
林
芙
美
子
…
…
、
そ
の
笛
と
太
鼓
で
戦
争
未
亡

　

人
が
出
た
、
復
員
兵
が
出
た
、
戦
災
孤
児
が
出
た
。
だ
か
ら

　

書
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
、
こ
の
腕
が
折
れ
る
ま
で
、
こ
の

　

心
臓
が
裂
け
切
れ
る
ま
で
。
そ
の
人
た
ち
の
悔
し
さ
を
、
そ

　

の
人
た
ち
に
せ
め
て
も
の
お
詫
び
を
す
る
た
め
に
…
…
。

　　
　

　

林
芙
美
子
の
従
軍
記
初
の
『
戦
線
』
に
は
何
度
も
「
私
は
兵

隊
が
好
き
だ
。」
と
書
き
、
中
国
兵
の
死
体
を
見
た
様
子
を
次

の
様
に
書
く
。

　
「
ま
る
で
ぼ
ろ
の
よ
う
な
感
じ
の
死
骸
で
し
た
。
こ
ん
な
死

　

体
を
み
て
、
不
思
議
に
何
の
感
傷
も
な
い
と
言
う
こ
と
は
ど

　

う
し
た
事
な
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
今
度
戦
線
に
出
て
、
私

　

に
と
っ
て
は
大
き
な
宿
題
の
一
つ
で
す
。
違
っ
た
民
族
と
い

　

う
も
の
は
、
こ
ん
な
に
も
冷
た
い
気
持
ち
に
な
れ
る
も
の
で

　

し
ょ
う
か
。 

」（『
戦
線
』
中
公
文
庫
 31
頁
）

　

こ
う
し
た
《
太
鼓
た
た
い
て
笛
ふ
い
た
》
作
品
群
と
、
井
上

ひ
さ
し
描
く
林
芙
美
子
の
姿
の
相
違
は
現
在
の
目
か
ら
見
る
と

す
ぐ
に
理
解
し
が
た
い
が
、
当
時
の
文
化
人
が
こ
ぞ
っ
て
戦
争

に
協
力
し
、
戦
後
、
自
身
の
戦
争
責
任
を
見
つ
め
発
言
し
た
作

家
よ
り
、
過
去
を
意
識
的
に
忘
却
の
彼
方
へ
押
し
込
め
た
作
家

の
方
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ペ
ン
部
隊
に
参
加
し
た
作

家
達
、
作
品
そ
の
も
の
の
評
価
と
人
間
性
の
乖
離
を
見
せ
つ
け

ら
れ
る
昨
今
で
あ
る
。

　

高
橋
隆
治
の
次
の
文
章
を
再
確
認
し
た
い
。

   「
…
…
あ
の
戦
争
を
侵
略
戦
だ
と
知
ら
な
か
っ
た
と
は
、
戦

（
終
戦
。 
昭
和
21
年
12
月
の
台
詞
。）

作
家
自
身
の
戦
争
責
任
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前
、
戦
中
世
代
の
だ
れ
も
が
口
に
す
る
言
葉
だ
が
、
そ
れ
は

「
知
ら
な
か
っ
た
」
の
で
は
な
く
「
知
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
」

だ
け
で
あ
る
。
私
は
何
度
で
も
く
り
か
え
す
が
、「
知
ろ
う

と
し
な
い
」
こ
と
は
か
く
も
重
大
な
結
果
を
招
く
も
の
な
の

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
は
、
小

作
争
議
や
労
働
争
議
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

反
軍
・
反
戦
を
主
題
に
し
た
作
品
は
意
外
な
ほ
ど
少
数
だ
し
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
反
戦
に
結
び
つ
く
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
は
こ

の
時
期
に
は
も
や
は
ま
っ
た
く
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
っ
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
、
十
五
年
戦
争
は
『
蟹
工
船
』
が
売
ら
れ
て

い
た
昭
和
十
五
年
よ
り
も
九
年
も
前
に
開
始
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
反
戦
・
反
軍
を
直
接
の
主
題
と
し
た
小

説
が
書
か
れ
る
と
し
た
ら
、
も
っ
と
以
前
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
最
盛
期
の
昭
和
四
、五
年
で
な
ら
な
け
れ
ば
遅
す
ぎ
た

の
で
あ
る
。」

　
　
（
高
橋
隆
治
『
戦
時
下
文
学
の
周
辺
』
風
媒
社145

頁
）

　
　
　

　
　

伐
採
中
、
意
識
を
失
う

　

私
は
仕
方
な
く
中
隊
の
主
力
が
入
っ
て
い
る
大
き
な
セ
ム

ミ
ヤ
ン
カ
に
移
っ
た
が
、
こ
の
事
が
あ
っ
て
か
ら
隊
長
以
下

親
し
か
っ
た
連
中
ま
で
が
内
心
は
と
も
か
く
表
面
的
に
は
私

を
さ
け
よ
う
と
す
る
空
気
が
強
く
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
彼

等
ボ
ス
達
に
睨
ま
れ
る
の
を
怖
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ど
ち
ら
を
見
て
も
白
一
色
の
異
国
の
山
奥
で
誰
に
も
相
手

前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ

　

マ
リ
タ
の
森
林
作
業
と
隊
内
で
の
下
克
上
生
活
の
中
、

空
腹
で
の
争
い
も
起
き
る
。鉄
拳
を
ふ
る
う
ボ
ス
ら
に「
俺

は
一
人
悪
者
に
な 

っ
て
も
構
わ
ん
か
ら
彼
等
の
行
動
を

中
止
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
決
意
。 

銃
剣
道
三
段
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑩

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
記
録

「
在
ソ
三
年　

生
と
死
の
ド
ラ
マ
」

　
　

故
・
秋
山
茂
氏 

の
遺
稿
よ
り
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に
さ
れ
な
い
寂
し
さ
辛
さ
に
私
は
心
の
中
で
慟
哭
し
続
け
、

満
州
で
別
れ
た
妻
子
や
故
郷
の
老
い
た
両
親
か
ら
村
の
氏
神

様
な
ど
が
次
々
を
走
馬
燈
の
よ
う
に
私
の
中
を
駆
け
め
ぐ
っ

て
は
消
へ
た
。

　

た
だ
「
俺
は
正
し
い
こ
と
を
し
て
み
ん
な
の
危
急
を
救
っ

た
」
と
い
う
僅
か
の
慰
め
で
生
き
、
毎
日
々
々
白
樺
の
森
林

で
伐
採
を
続
け
て
い
た
私
は
夫
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
過
労

と
栄
養
失
調
の
た
め
伐
採
中
斃
れ
て
意
識
を
失
い
、
ふ
と
気

が
付
い
た
時
は
ゼ
ム
リ
ア
ン
カ
の
中
に
寝
か
さ
れ
て
い
た
。

ソ
連
軍
中
隊
長
が
き
ざ
み
煙
草
（
マ
ホ
ル
カ
）
一
包
を
持
っ

て
見
舞
い
に
に
来
た
が
無
理
が
祟
っ
た
の
か
仲
々
快
方
に
向

か
わ
ず
、
そ
ろ
そ
ろ
若
葉
が
も
え
は
じ
め
た
五
月
二
十
三
日
、

他
の
三
、四
名
の
患
者
と
共
に
ト
ラ
ッ
ク
で
後
送
さ
れ
イ
ル

ク
ッ
ク
郊
外
の
大
隊
本
部
の
医
務
室
に
入
る
事
に
な
っ
た
。

出
発
に
当
た
っ
て
苦
楽
を
共
に
し
た
旧
分
隊
員
な
ど
と
別
れ

る
の
は
一
寸
寂
し
か
っ
た
が
、
今
の
私
は
こ
の
重
苦
し
く
厭

な
空
気
か
ら
抜
け
出
せ
る
と
い
う
こ
と
が
寂
し
さ
以
上
に
嬉

し
か
っ
た
。

　

私
が
入
室
し
た
時
、
薬
や
医
療
機
器
こ
そ
な
い
が
何
く
れ
と

面
倒
を
見
て
呉
れ
た
人
は
、
終
戦
前
満
鉄
本
渓
湖
病
院
の
内
科

部
長
だ
っ
た
と
い
う
北
村
軍
医
だ
っ
た
。

　

私
と
は
年
令
が
同
じ
位
で
あ
っ
た
た
め
何
か
と
打
ち
と
け
て

話
し
合
っ
て
い
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
北
村
軍
医
は
わ
れ
わ
れ

の
ダ
モ
イ
列
車
が
ハ
バ
ロ
ス
ク
に
着
く
前
に
車
中
で
病
死
し
た

こ
と
を
ナ
ホ
ト
カ
に
着
い
て
か
ら
聞
い
た
。

　

第
九
章　
　

待
望
の
ダ
モ
イ

　

私
が
下
山
し
本
部
医
務
室
に
収
容
さ
れ
て
か
ら
半
月
余
り
経

っ
た
若
葉
が
も
え
た
ち
雑
草
も
顔
を
出
し
た
頃
、
伐
採
を
了
え

た
中
西
中
隊
が
マ
リ
タ
か
ら
戻
り
直
ち
に
製
材
所
の
建
築
作
業

に
掛
か
っ
た
が
下
山
し
た
誰
彼
な
く
ひ
ど
い
栄
養
失
調
で
、
歩

哨
の
目
を
盗
ん
で
馬
鈴
薯
掘
り
に
出
る
者
な
ど
後
を
絶
た
な
か

っ
た
が
、
ソ
連
兵
も
割
合
寛
容
な
態
度
で
あ
っ
た
。

　

私
も
病
室
か
ら
原
隊
に
復
帰
し
た
も
の
の
旧
い
分
隊
員
以
外

と
は
何
か
気
ま
ず
い
も
の
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
わ

れ
わ
れ
の
隊
が
伐
採
に
行
っ
て
の
留
守
中
残
っ
た
中
隊
は
殆
ん
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ど
土
工
作
業
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
か
つ
て
の
伐
採
地
程
の

や
つ
れ
は
な
か
っ
た
。
政
治
将
校
の
教
育
が
効
を
奏
し
た
の

か
拾
名
余
り
の
ア
ク
チ
ー
ブ
（
左
翼
思
想
の
グ
ル
ー
プ
）
の

連
中
が
以
前
と
は
見
違
え
る
よ
う
に
活
発
な
活
動
を
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
隊
内
で
幅
を
利
か
し
て
い
る
の
に
は
驚
か
さ

れ
た
。
然
し
一
般
の
隊
員
で
こ
れ
に
同
調
す
る
者
は
な
く「
解

放
」
と
か
「
民
主
化
」
な
ど
と
い
う
言
葉
に
無
関
心
を
装
っ

て
い
た
の
は
年
齢
的
に
奉
天
の
市
民
な
ど
中
年
の
者
が
多
か

っ
た
か
ら
で
ア
ク
チ
ー
ブ
の
連
中
は
浮
か
び
上
が
っ
て
踊
っ

て
い
る
よ
う
に
見
へ
た
。

　

そ
の
年
も
亦
、
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
何
時
に
な
っ
た
ら
帰
国
で
き
る
の
だ
ろ
う
？
」

　

誰
の
顔
に
も
不
安
と
焦
燥
の
色
が
日
毎
に
濃
く
な
っ
た
十

月
七
日
の
早
朝
、
ふ
だ
ん
は
こ
ん
な
に
早
く
顔
を
見
せ
た
こ

と
の
な
い
ソ
連
の
中
隊
長
が
い
き
な
り
「
各
人
装
具
を
持
っ

て
全
員
表
に
整
列
せ
よ
」
と
命
じ
た
。

　
「
又
、
伐
採
だ
ろ
う
か
？
」
と
不
安
気
に
整
列
し
て
い
る

処
へ
中
佐
の
肩
章
を
付
け
た
大
隊
長
や
、
政
治
将
校
が
来
て
、

何
や
ら
話
し
合
っ
て
い
た
と
思
う
と
、「
只
今
か
ら
名
前
を

呼
ば
れ
た
者
は
前
に
出
よ
」
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
の
不
安
は

い
よ
い
よ
不
気
味
な
も
の
と
な
る
。
兇
か
吉
か
。
中
隊
長
は

お
ぼ
つ
か
な
い
日
本
語
で
ゆ
っ
く
り
名
前
を
読
み
上
げ
、
一

人
確
認
し
て
は
又
読
み
上
げ
る
。
私
も
呼
び
あ
げ
ら
れ
た
の

で
前
に
出
た
。

　
　

帰
還
へ
の
望
み
と
不
安

　

振
り
返
っ
て
見
れ
ば
某
曹
長
に
山
野
、
唐
沢
と
い
っ
た
グ

ル
ー
プ
や
マ
リ
タ
の
山
中
で
将
校
に
暴
力
を
振
る
っ
た
柔
道

六
段
の
塚
本
軍
曹
な
ど
、
三
分
の
一
位
の
人
達
が
残
っ
て
お

り
、
み
ん
な
不
安
そ
う
に
互
い
に
顔
を
見
合
っ
て
い
た
。

　

や
が
て
中
隊
長
が
「
名
前
を
呼
ば
れ
前
に
出
た
者
は
ダ
モ

イ
で
あ
る
」
と
告
げ
ら
れ
た
瞬
間
、
急
に
ざ
わ
ざ
わ
と
色
め

き
立
っ
た
空
気
が
流
れ
た
が
直
ぐ
又
元
の
静
け
さ
に
か
え
っ

た
。

　

わ
れ
わ
れ
は
ソ
連
兵
に
よ
り
五
十
米
余
り
東
の
草
原
に
誘

導
さ
れ
二
列
横
隊
で
前
後
の
距
離
五
歩
、
左
右
の
間
隔
三
歩
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に
ひ
ら
い
た
隊
形
で
大
隊
長
の
綿
密
な
服
装
検
査
と
装
具
点
検

を
受
け
た
。

　

日
本
新
聞
を
は
じ
め
、
文
字
の
書
い
て
あ
る
も
の
は
一
切
携

行
が
許
さ
れ
ず
、
在
ソ
中
に
苦
心
し
て
作
っ
た
木
製
品
（
ス
プ

ー
ン
、
麻
雀
、
将
棋
な
ど
）
も
す
べ
て
没
収
さ
れ
、
私
は
時
折

り
書
き
綴
っ
た
日
記
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
残
念
に
思
う
よ
り

帰
還
の
喜
び
の
方
が
遙
か
に
大
き
か
っ
た
。

　

他
方
、
残
留
と
な
っ
た
人
達
は
、
私
達
が
閲
兵
で
も
受
け

る
よ
う
に
前
後
か
ら
ソ
連
軍
将
校
の
服
装
検
査
を
受
け
て
い
る

時
、
警
備
兵
に
付
き
添
わ
れ
て
何
処
か
に
行
っ
た
模
様
だ
が
、

行
き
先
は
警
備
兵
の
言
葉
で
は
「
北
の
方
の
鉱
山
だ
ろ
う
」
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
真
偽
の
ほ
ど
は
判
ら
な
い
。
私

達
は
気
の
毒
に
ソ
連
残
留
と
な
っ
た
人
達
と
言
葉
を
交
わ
す
こ

と
も
出
来
ず
に
別
れ
た
が
再
び
襲
い
来
る
冬
将
軍
を
前
に
「
唯

生
き
て
」
と
祈
る
気
持
ち
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
よ
り
四
、五
日
前
の
午
後
、
私
は
ま
た
も
や
ゲ
ペ
ウ
将

校
に
呼
ば
れ
収
容
所
の
一
室
で
簡
単
な
取
り
調
べ
を
受
け
た
が

其
の
時
、
私
が
入
ソ
し
た
当
時
の
歯
型
が
明
確
に
記
録
し
て
あ

る
の
に
は
驚
い
た
。

　

件
の
中
尉
は
そ
の
記
録
を
見
な
が
ら
、

　
「
あ
な
た
に
は
奥
歯
の
下
の
左
右
に
二
本
宛
金
歯
が
あ
っ
た

筈
だ
が
…
…
」

　
「
そ
の
通
り
だ
。
然
し
金
歯
は
黒
パ
ン
と
代
え
た
」

　
「
ソ
同
盟
で
金
の
売
買
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
知
っ
て
い

る
か
」

　
「
知
ら
な
い
」

　
「
パ
ン
と
代
え
た
の
は
何
時
何
処
か
」

　
「
日
時
は
記
憶
し
て
い
な
い
が
確
か
一
昨
年
パ
シ
キ
ー
と
昨

年
マ
リ
タ
の
伐
採
地
だ
っ
た
と
思
う
」

　
「
相
手
は
」

　
「
ソ
連
の
地
方
人
だ
」

　
「
名
前
は
」

　
「
知
ら
な
い
」

　
「
顔
を
見
れ
ば
判
る
か
」

　
「
判
ら
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
回
に
続
く
）



16

 …………………………………………………………………………………  No.682  

◆
今
回
の
選
句
で
は
基
準
を
変
え
た
こ
と
で
集
計
が

大
変
で
し
た
が
、
前
回
基
準
と
比
較
す
る
と
な
か
な

か
意
味
深
で
し
た
ね
。
◆
選
挙
の
こ
と
。
と
も
か
く

安
部
政
権
の
改
憲
は
阻
止
さ
れ
た
。
し
か
し
窓
口
調

査
を
見
る
と
安
閑
と
は
し
て
お
ら
れ
な
い
。
野
党
へ

の
投
票
は
高
齢
者
に
多
く
、
田
中
角
栄
の
警
告
が
現

実
味
を
帯
び
て
く
る
。�
戦
争
を
知
�
て
い
る
世
代

が
政
治
の
中
枢
に
い
る
う
ち
は
心
配
な
い
�
だ
が
戦

争
を
知
ら
な
い
世
代
が
政
治
の
中
枢
と
な
�
た
と
き

◆
例
会�

８
月
22
日(

木)�
�

◆
投
稿
〆
切
�
19
日(

月)�
�

◆
課
題�

�  

火  

���

�
句
以
内�
�

◆
自
由
吟
�
�
句
以
内

◆
自
選
吟
�
連
作
�
�
�
�
�
�
川
柳
論
�
�
意
見
�
�
�

�

 

�
願
�
�
�
�
� 

川
柳
�
関
�
�
資
料
�
�
�
�
紹
介
下
�
�
�

�
�

◆
句
報
�
持
参
下
�
�
�
例
会
�
話
�
合
�
�
�
�

  和  川 柳 社　

   電話 FAX：076-254-0762　 PC-mail：kananabe@popolo .org

   携帯：090-9445-1302  携帯 mail： kan-wata@i.softbank.jp

       振込先：北國銀行中央市場支店  #191 普通 640「和川柳社」

● 

投
稿F

A
X
 (0

7
6

) 2
5

4
-

0
7

6
2

● 

�
�
�
�
�
�
�
�
下
段
�
�

郵
送
�

下
段
住
所
�
�

 
編
集
後
記
を
兼
ね
て

〒920-0335 金沢市金石東２丁目 15-30（渡辺 寛）

発
送
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
▼
《 

食
育
の
グ
リ
ー
ン
ノ
ー
ト
＆
土
の
音
工
房
《 

オ
カ
リ
ナ
制
作 

》・
上
村 

彰 

》

 

８
月
例
会
�
案
内

�
毎
月
第
�
木
曜
�
変
更
！
�

は
と
て
も
危
な
い
�
◆
新
政
党
「
れ
い
わ
新
選
組
」

の
登
場
が
強
烈
だ
っ
た
。
山
本
太
郎
が
率
い
て
街

頭
演
説
は
熱
狂
的
な
数
の
聴
衆
。「
消
費
税
廃
止
、

税
金
は
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
取
れ
、
な
い
と
こ
ろ
か

ら
取
る
な
」。
累
進
課
税
を
分
か
り
や
す
く
訴
え

る
。
◆
「
石
を
東
京
に
贈
り
た
い
」
の
話
。
か
ほ

く
市
が
管
理
し
て
い
る
白
尾
の
巨
石
群
で
す
が

近
々
、
専
門
家
に
見
て
も
ら
い
ま
す
。
◆
「
東
京

鶴
彬
顕
彰
会
」
が
よ
び
か
け
た
「
鶴
彬
建
碑
趣
意

書
」
を
「
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
」
の
板
坂
さ
ん
か

ら
頂
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
し
た
。（
周
）

「和川柳社」会報
会員募集しています！
 同 　 人：40 0 0 円/年

 投句/購読： 2000 円 /年
★会報の他に、関連資料など

　もお送りします。


